
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】基本的な数列である 等差数列 の和を求めることができる。
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ドイツの数学者・天文学者・物理学者
～

□等差数列の和

　　初項，公差，項数の等差数列の和 を求めてみよう。

　　よって　　　　　　　　　 
   

　一般に，初項，公差，項数 の等差数列の末項をとし，初項から第 項までの和を  

とすると

　　　　            　……①

また，この数列の項を逆の順に並べると

　　　　            　……②

上の の場合と同様に，①と②の各辺を加えると

　　　                 



























この場合

「末項＝第項」




   

右辺は，  を 個加えたものであるから

　　　     

よって

　　 



   　……③

また，は第 項であるから

　　　      

これを③に代入して

　　 



     

　したがって，次の公式が成り立つ。
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       

 



    




     

初項から□項

までの和を表す

□ 

　等差数列の初項から第項までの和は，の次式，次式，または定数項で表される。

　公式より，和  が   の形である数列は等差数列である

　　　（  だと，初項の分ずれるので第項以降が等差数列）

　数列  が等差数列　⇔　差     が一定　⇔　  　⇔　和  
  

初項，項数，公差，末項　どれが使えるかで公式を使い分ける




項数 初項 末項




項数  初項項数  公差

末項初項 項数  公差

　初項，公差，項数であるから

　　　　末項  は，      

　　　　よって和は　 

  




 

末項を作ってから

求めてもよい

例４）　初項，末項，項数の等差数列の和は

　　　　　　　　 

  

　　　　　初項，公差，項数の等差数列の和は

　　　　　　　　 

     　　　

例題３）　次の等差数列の和を求めよ。

第項が 一般項の公式で表す

項数がわからない　　　　　　　　　　　，，，……，

　　この等差数列の初項は，公差はであるから，末項が第項であるとすると

　　　　　　　　　　　　  

　　　すなわち　　　　　

　　　ゆえに　　　　　　

　　　よって，初項，末項，項数の等差数列の和を求めて

　　　　　　　　　　　 

  
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□いろいろな自然数の数列の和

三角数の例

　自然数の数列，，，……， は，初項，末項，項数 の等差

数列であるから，その和は次のようになる。

　　自然数の和:　 



  　←三角数

奇数は

（偶数より１少ない）

　また，正の奇数の数列，，，……，  は，初項，末項  ，

項数 の等差数列であるから，その和 は次のようになる。

　　　　　　　　　 

   

すなわち

四角数の例
　　奇数の和:　     　　←四角数　←平方数　

例題４）　からまでの自然数のうち，で割って余る数の和を求めよ。

　　からまでの自然数のうち，で割って余る数を順に並べると

　　　　　　　 ， ， ，……， 

　　　となる。これは初項，末項，項数の等差数列であるから，その和は

　　　　　　　 

  

問５）からまでの自然数のうち，次のような数の和を求めよ。

　　　　の倍数　　　　　　　　　で割り切れない数



　　　　からまでの自然数のうち，の倍数を順に並べると

　　　　　　　　　     

　　　　　となる。これは，初項，末項，項数の等差数列であるから，その和は





 

　　　　　　　　　 

  

　　　　からまでの自然数のうち，で割り切れない数は，

　　　　　からまでの自然数からの倍数を取り除いた数である。

　　　　　からまでの自然数の和は　 

  

　　　　　からまでの自然数のうち，の倍数の和は，からである。

　　　　　したがって，求める和は

　　　　　　　　　
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□等差数列の和の最大・最小

応用例題１）初項が，公差がである等差数列  について，次の問いに答えよ。

　　　　第何項が初めて負の数となるか。

　…　  を満たす最小の自然数の値を求める。

　　　　　第項が初めて負の数になるとき，第  項までの和が最大となる

　　　　初項から第何項までの和が最大となるか。また，その和を求めよ。

　　　初項，公差の等差数列の一般項は　     

               

となるので第項までの和が最大

最終的な計算は、

末項を求めてしまった方が楽なことも

         

         

となるので第項までが正，以降が負

正の数の項を足すと増える

負の数の項を足すと減る

　　　　すなわち　　　　　  

　　　　  とすると　　

　　　　これを解いて　　　 


　　　　よって　　のとき  ，　のとき  

　　　　したがって，第項が初めて負の数となる。

　　　　初項から第項までは正の数，第項以降は負の数で

　　　　あるから，初項から第項までの和が最大となる。また，その和は

　　　　　　　　 

     

　　　　   なので

　　　　　　　　　 

  




 

────────────────────────────────
 

          

        

    



        

    



 

 


 






 







 







 











 

  
     







  

  

 
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例題）ある等差数列の初項から第項までの和を  とする。

　　　　　　  ，  のとき，  を求めよ。

を代入

　初項を，公差をとすると　　  



  

　　　　  より　　 

  

を代入


  

  

 

　　　　　　　 







　 



倍して

　より 












を代入

　　　　整理して　　　　　……①

　　　　  より　　 

  

　　　　整理して　　　　　……②

　　　　①，②を解くと　　 


，





　　　　よって　　  








  










例題）からまでの自然数のうち，で割ると余る数は何個あるか。

４項目 ５項目 ６項目 ３３項目

とイメージする　　　　　　また，それらの和を求めよ。

　からまでの自然数のうち，で割ると余る数を順に並べると

　　　　 ， ， ，……， 　①

この数列①の項の個数は　　（個）

よって，①は初項，末項，項数の等差数列であるから

　　　　 

  

例題）第項が，第項がである等差数列について，

　　　　　　初項から第何項までの和が初めてより大きくなるか。

　初項を，公差をとすると，第項は　　  

　第項が，第項がであるから　　，

  


 




 


 

    

   

　これを解いて　　，

　よって初項から第項までの和を  とすると

　　  



       

　は自然数であるから，が増加すると  も増加し，

　   ，   である。

　したがって，初項から第項までの和が初めてより大きくなる。

  数列【等差数列の和】～


